
受
け
継
が
れ
て
き
た
日
本
を

守
る
使
命
を
担
い
、
国
の
た

め
、
肉
親
の
た
め
、
愛
す
る

人
々
の
た
め
に
、
艱
難
辛
苦

を
耐
え
忍
び
、
尊
い
一
命
を

捧
げ
て
尽
く
さ
れ
た
。
そ
の

『
み
た
ま
』
は
靖
國
神
社
に

祀
ら
れ
、
毎
日
毎
日
奉
慰
顕

（１）（毎月１回、１0日発行）（昭和56年２月３日第３種郵便物認可） The  Syukyo  Shimbun (The  Religion  News) 令和５年（2023年）５月１０日　水曜日 第799号

一
、
精
神
革
命
の
旗
手

一
、
宗
教
連
合
の
具
現

一
、
地
上
天
国
の
建
設

〈社是〉
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鳥
越
皓
之
著
『
村
の
社
会
学
』（
ち

く
ま
新
書
）
は
日
本
人
が
つ
く
る
社

会
、
日
本
人
の
人
づ
き
あ
い
の
原
点

が
描
か
れ
て
い
る
。
古
代
か
ら
続
い

て
き
た
稲
作
の
共
同
作
業
が
そ
の
舞

台
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
１
９
５

０
年
代
後
半
か
ら
の
機
械
化
に
よ

り
、
農
村
の
様
相
は
一
変
し
た
。

そ
の
典
型
が
田
植
え
で
、
女
性
た

ち
の
手
作
業
が
頼
り
だ
っ
た
時
代
は

大
勢
で
一
斉
に
取
り
組
ん
だ
も
の
だ

が
、
田
植
え
機
が
導
入
さ
れ
る
と
、

家
族
だ
け
で
の
作
業
が
可
能
に
な
っ

た
。
農
家
の
後
継
者
以
外
は
都
会
に

出
て
経
済
成
長
を
支
え
、
農
作
業
者

の
減
少
を
機
械
化
が
補
っ
た
。

テ
レ
ビ
の
普
及
な
ど
情
報
化
で
地

方
に
も
都
市
文
化
が
広
が
り
、
個
人

主
義
的
な
生
き
方
が
進
ん
だ
。
地
方

か
ら
都
会
に
出
た
大
量
の
若
者
た
ち

が
日
本
の
宗
教
事
情
を
変
え
た
の

は
、
宗
教
学
者
の
島
田
裕
巳
氏
が
言

加
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
が
原
則
。
平
た

い
人
間
関
係
が
大
事
で
、
不
公
平
が

最
も
嫌
わ
れ
る
。
地
域
の
草
刈
り
や

水
路
掃
除
な
ど
は
全
員
参
加
で
、
欠

席
だ
と
罰
金
が
あ
る
が
、
高
齢
者
に

は
「
出
て
く
る
だ
け
で
い
い
か
ら
」

と
声
を
か
け
る
。
平
等
が
原
則
だ

が
、
思
い
や
り
が
そ
れ
に
加
わ
る
。

機
械
化
で
共
同
作
業
は
不
要
に
な

っ
た
が
、
近
年
、
米
価
の
下
落
や
後

継
者
不
足
で
耕
作
放
棄
が
目
立
つ
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
１
９
９
０
年

代
か
ら
農
水
省
が
進
め
て
き
た
の
が

集
落
営
農
。
補
助
金
に
よ
り
規
模
拡

大
と
大
型
機
械
の
導
入
で
生
産
コ
ス

ト
を
下
げ
、
集
落
の
農
業
を
維
持
し

よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
先

に
、
農
事
組
合
法
人
の
設
立
や
株
式

会
社
で
も
農
地
が
取
得
で
き
る
な
ど

の
政
策
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。

集
落
営
農
の
参
加
者
は
定
年
後
の

元
気
な
高
齢
者
が
中
心
で
、
こ
れ
が

う
と
お
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
こ
の
50
年
余
り

の
こ
と
で
、
古
く
か
ら
の
日
本
人
の

人
間
関
係
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
と

り
わ
け
地
方
に
暮
ら
す
と
、
そ
れ
を

実
感
す
る
だ
ろ
う
。

公
平
と
自
由

里
山
が
あ
る
地
で
も
農
業
は
自
然

か
ら
離
れ
、
自
然
由
来
の
堆
肥
で
は

な
く
化
学
肥
料
が
主
流
に
な
り
、
人

が
山
に
入
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ

た
。
山
麓
の
畑
は
耕
作
放
棄
さ
れ
、

竹
林
に
な
る
な
ど
村
の
風
景
も
変
わ

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
自
治
会
活
動

な
ど
に
参
加
す
る
と
、
人
間
関
係
は

変
わ
っ
て
い
な
い
。
と
い
う
か
、
そ

れ
が
日
本
人
の
共
同
体
の
基
本
な
の

だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
会
社
な
ど
の
近
代
組
織

で
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
多
い
が
、
村

で
は
時
間
が
か
か
っ
て
も
、
全
員
参

今
、
村
を
支
え
る
力
に
な
っ
て
い

る
。
健
康
な
の
で
働
く
の
か
、
働
く

か
ら
健
康
な
の
か
、
健
康
長
寿
型
農

業
と
い
う
の
が
実
感
。
人
生
１
０
０

歳
時
代
に
は
、
こ
れ
も
日
本
人
の
生

き
方
の
一
つ
で
あ
る
。

農
水
省
の
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
と
い
う
補
助
金
は
、
田
ん
ぼ
の
整

備
や
農
道
の
舗
装
、
竹
林
の
伐
採
、

山
桜
の
植
樹
な
ど
、
村
の
環
境
保
全

に
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
民
主
党
政

権
時
代
に
で
き
た
法
律
に
基
づ
く
補

助
金
で
、
多
く
の
失
政
の
中
で
評
価

で
き
る
政
策
の
一
つ
で
あ
る
。

米
作
が
培
っ
た
村
の
暮
ら
し
は
、

毎
年
の
繰
り
返
し
で
、
都
会
と
違

い
、
時
間
が
永
遠
に
流
れ
て
い
る
よ

う
な
気
が
す
る
。
昔
は
そ
れ
が
自
然

に
で
き
て
い
た
が
、
今
は
行
政
が
関

与
し
て
維
持
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
だ

け
人
口
が
増
え
、
社
会
が
複
雑
に
な

っ
た
か
ら
だ
。

宗
教
と
は
、
有
限
な
存
在
の
人
が

無
限
に
つ
な
が
る
道
、
あ
る
い
は
生

き
方
と
言
え
よ
う
。
本
来
、
宗
教
は

人
が
生
き
る
道
で
あ
り
、
学
び
や
修

行
で
終
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
少
年

時
代
の
道
元
は
、「
人
に
仏
性
が
あ
る

の
な
ら
、
な
ぜ
修
行
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
」
と
の
疑
問
を
持
っ
た

と
い
う
。
僧
で
は
な
い
普
通
の
人
と

し
て
の
疑
問
で
あ
る
。
そ
し
て
た
ど

り
着
い
た
答
え
は
、「
仏
性
が
あ
る
か

ら
修
行
で
き
る
」
で
あ
る
。
悟
り
と

は
到
達
し
た
あ
る
境
地
で
は
な
く
、

到
達
を
目
指
す
そ
の
過
程
に
あ
る
と

い
う
の
が
本
当
だ
ろ
う
。

高
齢
期
は
子
育
て
や
仕
事
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
役
割
か
ら
解
放
さ
れ
、
人

と
し
て
自
由
に
生
き
ら
れ
る
時
代
で

あ
る
。
自
分
の
た
め
、
経
験
と
知

恵
、
人
脈
を
生
か
し
て
取
り
組
む

「
自
由
」
こ
そ
が
、
高
齢
期
に
最
も

大
事
な
も
の
と
言
え
る
。

日
本
の
風
土
を
守
る

５
月
の
連
休
は
、
地
方
で
は
田
植

え
の
最
盛
期
で
、
行
楽
地
に
行
か
な

く
て
も
自
然
を
満
喫
で
き
る
。
地
方

を
訪
れ
た
折
に
は
、
竹
林
化
し
た
山

裾
や
耕
作
放
棄
地
を
見
て
ほ
し
い
。

日
本
人
と
日
本
社
会
を
育
て
て
き
た

風
土
が
壊
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
を
例

え
ば
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
の
ト
レ
イ
ル
ロ
ー
ド
と
い
う

現
代
的
な
手
法
で
再
生
に

つ
な
げ
た
い
。
元
気
な
、

元
気
に
な
り
た
い
高
齢
者

に
は
、
そ
ん
な
地
域
で
汗

を
流
す
の
も
い
い
生
き
方
に
な
る
。

Ａ
Ｉ
な
ど
今
流
行
の
技
術
は
、
数

年
後
に
は
陳
腐
な
も
の
に
な
り
か
ね

な
い
。
そ
れ
に
比
べ
て
宗
教
は
、
千

年
を
経
て
も
色
あ
せ
な
い
。
学
べ
ば

学
ぶ
ほ
ど
知
り
た
い
こ
と
が
増
え
る

か
ら
、
島
田
裕
巳
氏
の
言
う
よ
う

に
、
高
齢
者
に
は
お
勧
め
の
学
び
で

あ
る
。
そ
の
実
践
、
修
行
と
し
て
、

ゆ
か
り
あ
る
地
域
の
風
土
再
生
に
取

り
組
ん
で
は
ど
う
だ
ろ
う
。

日
本
人
が
つ
く
る
社
会
の
基
本

春
季
例
大
祭
に
合
わ
せ
、

岸
田
文
雄
首
相
は
21
日
、「
内

閣
総
理
大
臣
　
岸
田
文
雄
」

名
で
神
前
に
「
真
榊
」
を
奉

納
し
た
。
そ
の
他
、
加
藤
勝

信
厚
生
労
働
相
も
真
榊
を
奉

納
し
た
。
高
市
早
苗
経
済
安

全
保
障
担
当
相
は
21
日
に
参

拝
し
、
超
党
派
の
議
員
連
盟

「
み
ん
な
で
靖
国
神
社
に
参

拝
す
る
国
会
議
員
の
会
」
の

87
人
の
国
会
議
員
も
21
日
に

一
斉
に
参
拝
し
た
。
皇
室
か

ら
は
22
日
の
午
後
に
瑤
子
女

王
殿
下
が
参
拝
さ
れ
た
。

午
前
10
時
、
多
く
の
参
拝

客
が
見
守
る
中
、
大
太
鼓
が

静
寂
な
境
内
に
鳴
り
響
き
、

宮
司
・
神
職
が
参
進
、
本
殿

所
定
の
座
に
着
い
た
。
國
學

院
大
學
吹
奏
楽
部
に
よ
る
国

歌
奉
奏
に
続
き
本
殿
内
陣
の

御
扉
が
開
か
れ
、
神
饌
が
供

せ
ら
れ
、
初
獻
の
神
酒
を
奠

し
た
。
宮
司
が
神
前
で
祝
詞

種
奉
納
芸
能
が
行
わ
れ
、
古

武
道
、
居
合
道
、
剣
舞
術
、

日
本
舞
踊
、
大
正
琴
、
講

談
、
江
戸
芸
か
っ
ぽ
れ
、
琉

球
舞
踊
、
連
吟
、
仕
舞
、
琵

琶
楽
、
合
唱
、
吹
奏
楽
、
浪

曲
が
能
楽
堂
で
奉
納
さ
れ
た
。

境
内
に
あ
る
遊
就
館
で
は

特
別
展
「
海
鳴
り
の
か
な
た

│
波
間
よ
り
現
れ
る
戦
中
の

記
憶
│
」（
後
期
展
示
）
が
12

月
３
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い

る
。水

中
写
真
家
の
戸
村
裕
行

社

説

氏
の
協
力
で
、
世
界
各
地
に

沈
ん
で
い
る
軍
艦
の
写
真
と

引
き
揚
げ
ら
れ
た
品
、
沈
没

し
た
戦
艦
や
輸
送
艦
の
映
像

や
国
内
外
の
沈
没
艦
船
の
分

布
地
図
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
戦
歿
し
た
英
霊
が

戦
時
に
対
峙
し
た
決
意
、
国

や
愛
す
る
家
族
を
護
る
た
め

代
表
・
西
田
多
戈
止
当
番
）

で
恒
例
の「
一
燈
園『
春
の
集

い
』」
が
開
か
れ
た
。
今
年

は
コ
ロ
ナ
禍
が
下
火
に
な
っ

た
た
め
全
国
の
会
員
が
集
ま

り
、
講
演
や
高
校
生
に
よ
る

合
気
道
の
演
武
を
楽
し
ん

だ
。最

初
に
西
田
多
戈
止
当
番

の
主
唱
に
合
わ
せ
「
天
華
香

洞
録
抄
録
」
を
唱
和
、
地
球

に
懺
悔
と
感
謝
の
黙
祷
を
献

軍
務
や
訓
練
に
立
ち
向
か
う

姿
を
、
記
録
や
遺
品
か
ら
辿

る
。
戦
艦
「
武
蔵
」
艦
長
の

猪
口
敏
平
海
軍
中
将
は
昭
和

19
年
10
月
24
日
、
レ
イ
テ
沖

で
敵
機
の
集
中
攻
撃
を
受
け
、

沈
没
寸
前
に
手
帳
に
遺
書
を

残
し
、
愛
用
の
シ
ャ
ー
プ
ペ

ン
シ
ル
と
共
に
副
長
の
加
藤

魔
の
Ｊ
Ｒ
中
央
線

自
殺
霊
の
撮
影
で
判
明
し
た
こ
と
─

十
年
の
歳
月
を
か
け
、つ
い
に
自
殺
者
の
霊
の
撮
影
に
成
功
。

霊
能
者
が
書
い
た
自
殺
防
止
の
書
。
死
ん
で
も
痛
み
は
残
る
も
の
、

自
殺
者
の
言
い
分
〝
こ
ん
な
筈
で
は
〞
自
殺
を
し
た
状
態
で
霊
は
さ
ま
よ
う
、

硫
化
水
素
自
殺
、
政
治
家
と
自
殺
、
自
殺
の
多
い
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
謎
を
解
く
！
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日
本
よ
、蘇
れ

日
本
神
話
の
知
恵

出雲井晶著

ゆ
が
ん
だ
歴
史
観
、
家
庭
の
崩
壊
、
教
育
の
危
機
…
。
い
ま
日
本

は
大
き
な
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。こ
の
現
状
を
打
破
す
る
カ
ギ

は
、
実
は
「
日
本
神
話
＝
古
事
記
・
神
代
」
に
あ
る
の
で
す
。
日

本
神
話
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
、愛
と
生
命
と
知
恵
に
立
ち
返
っ
て
こ

そ
、日
本
の
未
来
は
拓
け
ま
す
。あ
な
た
も
著
者
と
い
っ
し
ょ
に
、

「
神
話
の
教
え
」
を
ひ
も
と
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
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日
本
国
始
め
 饒
速
日
大
神
の
東
遷

大
野
七
三
著

『
先
代
旧
事
本
紀
』の
神
髄
を
極
め
た
著
者
が
語
る
。

足
で
調
べ
た
大
和
建
国
の
謎
。

須
佐
之
男
尊
の
出
雲
国
創
建
後
、
饒
速
日
尊
が
32
従
者
と
25
軍
団
を
従
え
、

九
州
か
ら
大
和
に
東
遷
し
て
纏
向
の
地
に
大
和
国
を
建
国
。
そ
の
時
、
饒
速

日
尊
が
配
下
を
募
り
配
置
し
た
今
も
残
る
そ
の
出
自
と
足
跡
を
立
証
す
る
。

西
田
天
香
師
生
誕
１
５
１

年
を
祝
っ
て
４
月
15
日
、
京

都
市
山
科
区
の
一
燈
園
（
財

団
法
人
懺
悔
奉
仕
光
泉
林
、
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５
０
０
円
＋
税
）

私
の
生
命

い

の

ち

の
復
活上橋

泉
著

人
生
の
苦
し
み
に
積
極
的
な
意
味
は
あ
る
の
か
？

『
21
世
紀
に
生
き
る
日
本
人
の
た
め
の
浄
土
思
想
』
の
出
版
を
記
念
し
て
、平
成
26
年
３

月
か
ら
28
年
11
月
ま
で
の
５
回
に
わ
た
る
講
演
を
ま
と
め
た
著
者
渾
身
の
生
命
の
書
。

日
本
人
の
宗
教
性（
霊
性
）は
回
復
す
る
か
？

新刊！

を
奏
上
し
、
英
霊
に
感
謝
の

誠
を
捧
げ
た
。

二
獻
の
神
酒
を
奠
し
た

後
、
勅
使（
筑
波
和
俊
掌
典
）

が
御
幣
物
を
奉
っ
て
参
向
、

本
殿
所
定
の
座
に
着
く
。
宮

司
は
御
幣
物
を
神
前
に
奉
奠

し
た
。
勅
使
は
神
前
に
進
み

御
祭
文
を
奏
上
し
、
玉
串
を

奉
っ
て
拝
礼
し
た
。

勅
使
・
随
員
下
向
後
、
フ

ォ
イ
エ
ル
コ
ー
ル
混
声
合
唱

団
に
よ
る「
鎭
魂
頌
」「
靖
國

神
社
の
歌
」
の
合
唱
が
奉
奏

さ
れ
、
三
獻
の
神
酒
を
奠
し

た
後
、
宮
司
が
玉
串
を
奉
っ

て
拝
礼
し
た
。
宮
司
に
続
き

特
別
参
列
者
及
び
崇
敬
者
総

代
が
本
殿
に
進
み
、
玉
串
を

奉
っ
て
拝
礼
。
午
後
３
時
、

御
幣
物
、
神
饌
が
徹
せ
ら

れ
、
宮
司
が
御
扉
を
閉
じ
春

季
例
大
祭
当
日
祭
は
滞
り
な

く
修
め
ら
れ
た
。

山
口
宮
司
は
次
の
よ
う
に

御
礼
の
挨
拶
を
し
た
。

「
激
動
す
る
世
界
情
勢
の

中
で
、
御
祭
神
は
祖
先
か
ら

彰
の
厳
粛
な
祭
祀
を
執
り
行

い
、
時
代
を
超
え
た
慰
霊
と

平
安
へ
の
祈
り
が
積
み
重
ね

ら
れ
て
い
る
。
明
治
天
皇
の

御
製
『
我
國
の
為
を
つ
く
せ

る
人
々
の
　
名
も
む
さ
し
野

に
と
む
る
玉
か
き
』
こ
れ
か

ら
も
祭
祀
の
厳
修
は
も
と
よ

り
、
多
く
の
方
々
に
、
当
社

創
建
の
理
念
や
御
遺
族
の
心

を
伝
え
た
い
」
と
語
っ
た
。

春
季
例
大
祭
の
期
間
中
、

境
内
で
は
各
流
派
家
元
に
よ

る
献
華
展
、
能
楽
堂
で
は
各

京都市山科区

アートヴィレッジ
受注センター
〒657-0846神戸市灘区岩屋北町3-3-18・4F
TEL078（882）9305   FAX078（801）0006　

日
本
宗
教
の
闇

拉
致
監
禁
に
よ
る
強
制
棄
教
と
の
戦
い

室
生
忠
著
四
六
判
・
５
２
０
頁

定
価
：
本
体
２
、０
０
０
円
＋
税

信
教
の
自
由
が
保
障
さ
れ
た
今
の
日
本
で
、
強
制
棄
教
を
目
的
に
拉
致
監
禁
が
行

わ
れ
て
い
る
。
職
業
的
強
制
改
宗
屋
が
家
族
を
巻
き
込
み
、
信
者
を
拉
致
し
、
部

屋
に
監
禁
し
て
、
脅
迫
的
説
得
に
よ
り
棄
教
を
迫
る
。
特
に
世
界
平
和
統
一
家
庭

連
合
（
統
一
教
会
）
や
エ
ホ
バ
の
証
人
の
信
者
に
被
害
者
が
多
く
、
中
に
は
12
年

以
上
の
監
禁
さ
れ
た
人
も
い
る
。
驚
く
べ
き
宗
教
迫
害
の
リ
ポ
ー
ト
。

憲
吉
海
軍
大
佐
に
託
し
た
。

人
間
魚
雷
「
回
天
」
で
戦
死

し
た
今
西
太
一
海
軍
大
尉
、

沖
縄
本
島
周
辺
で
巡
洋
艦
を

撃
沈
し
た
片
山
勝
義
陸
軍
大

尉
な
ど
の
遺
品
、「
み
た
ま
た

ち
の
最
期
の
瞬
間
」
で
は
海

に
散
っ
た
英
霊
の
日
記
や
手

記
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

弘
法
大
師
聖
句
集
成

本
書
は
大
師
の
言
葉
が
読
者
の
心
に
直
接
届
く
よ
う

工
夫
さ
れ
、
掲
示
伝
道
や
寺
報
の
種
子
に
最
適
。

〒113-0033 東京都文京区本郷5-28-5
TEL：03-3811-5361 FAX：03-3815-5554
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福
田
亮
成
編
　
Ｂ
六
判
　
二
九
〇
頁
　
本
体
五
、八
〇
〇
円

補
陀
洛
信
仰
の
研
究

チ
ベ
ッ
ト
・
ア
ジ
ア
各
地
の
補
陀
洛
信
仰
と

そ
の
伝
播
ル
ー
ト
等
の
集
大
成

神
野
富
一
著
　
Ａ
五
判
　
五
八
〇
頁
　
本
体
一
六
、〇
〇
〇
円

「
さ
て
、
十
一

人
の
弟
子
た
ち
は

ガ
リ
ラ
ヤ
に
行

き
、
イ
エ
ス
が
指
示
し
て
お
か
れ
た
山

に
登
っ
た
。
そ
し
て
、
イ
エ
ス
に
会
い
、

ひ
れ
伏
し
た
。
し
か
し
、
疑
う
者
も
い

た
。
イ
エ
ス
は
、
近
寄
っ
て
来
て
言
わ

れ
た
。『
わ
た
し
は
天
と
地
の
一
切
の
権

能
を
授
か
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
あ
な

た
が
た
は
行
っ
て
、
す
べ
て
の
民
を
わ

た
し
の
弟
子
に
し
な
さ
い
。
彼
ら
に
父

と
子
と
聖
霊
の
名
に
よ
っ
て
洗
礼
を
授

け
、
あ
な
た
が
た
に
命
じ
て
お
い
た
こ

と
を
す
べ
て
守
る
よ
う
に
教
え
な
さ
い
。

わ
た
し
は
世
の
終
わ
り
ま
で
、
い
つ
も

あ
な
た
が
た
と
共
に
い
る
。』」（
マ
タ
イ

28
：
16
│
20
）

キ
リ
ス
ト
教
会
の
伝
統
で
は
、
復
活

の
出
来
事
か
ら
40
日
後
に
「
主
の
昇
天
」

を
記
念
す
る
。
こ
の
間
、
イ
エ
ス
は
、

裏
切
っ
た
弟
子
た
ち
を
ゆ
る
し
、
愛
し

て
、
再
び
弟
子
と
し
て
の
使
命
感
を
抱

く
ま
で
導
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
日
、

弟
子
た
ち
に
一
つ
の
願
い
を
託
し
て
天

に
昇
っ
て
い
っ
た
。
願
い
を
受
け
た
弟

子
た
ち
は
勇
気
を
も
っ
て
世
界
宣
教
に

乗
り
出
し
て
い
く
。

「
神
の
国
と
神
の
義
を
求
め
よ
」。
ガ

リ
ラ
ヤ
湖
畔
の
丘
の
上
で
語
ら
れ
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
と
も
直
結
す
る
。
全
世
界
の

福
地
化
を
目
指
す
歩
み
に
よ
っ
て
キ
リ

ス
ト
教
の
歴
史
が
築
か
れ
て
い
く
。（
Ｉ
）

光
対
策
の
一
環
と
し
て
県
民

に
ト
イ
レ
掃
除
を
教
え
る
た

め
３
年
間
で
50
か
所
を
訪
問

し
、
７
２
０
人
に
指
導
し
た

と
い
う
。

ま
た
、
銀
座
の
高
級
ク
ラ

ブ
に
夕
方
か
ら
出
勤
す
る
女

性
た
ち
は
、
出
勤
前
の
化
粧

直
し
に
、
ト
イ
レ
が
広
く
て

き
れ
い
な
デ
パ
ー
ト
を
選
ぶ

の
で
、
そ
れ
に
伴
っ
て
デ
パ

ー
ト
の
売
り
上
げ
も
伸
び
た

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介

し
た
。
話
を
聞
い
た
大
阪
市

か
ら
来
た
婦
人
は
、「
清
掃
の

技
術
も
ず
い
ぶ
ん
進
ん
で
い

て
、
奥
が
深
い
で
す
ね
」
と

感
心
し
て
い
た
。

講
演
の
後
、
園
内
に
あ
る

燈
影
学
園
の
少
林
寺
拳
法
部

の
高
校
生
に
よ
る
全
国
大
会

優
勝
の
報
告
と
、
演
武
が
行

わ
れ
、
裂
帛
の
気
合
い
と
と

も
に
目
に
も
留
ま
ら
な
い
突

き
、
蹴
り
、
そ
し
て
投
げ
に

参
加
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が

湧
い
て
い
た
。

午
後
か
ら
は
演
奏
会
が
開

か
れ
、
池
田
沙
弥
（
さ
や
）

さ
ん
の
バ
イ
オ
リ
ン
、
坂
口

航
大
（
こ
う
た
）
さ
ん
の
ピ

ア
ノ
演
奏
が
あ
り
、「
チ
ャ
ル

ダ
ッ
シ
ュ
」「
子
犬
の
ワ
ル

ツ
」
や
、
ア
ン
コ
ー
ル
に

「
情
熱
大
陸
」
の
テ
ー
マ
曲

が
同
園
に
響
き
わ
た
っ
た
。

げ
た
後
、
西
田
当
番
が
一
燈

園
の
一
年
間
の
活
動
を
振
り

返
っ
た
。

西
田
当
番
は
ま
ず
、
会
場

に
飾
ら
れ
た
生
け
花
を
紹
介

し
「
一
燈
園
の
青
年
た
ち
が

植
え
て
育
て
た
桜
な
ど
を
集

め
て
活
け
た
、
こ
の
花
も
私

た
ち
も
皆
様
を
歓
迎
し
ま

す
」
と
挨
拶
し
た
。
そ
し
て

昨
年
秋
に
、
滋
賀
県
長
浜
市

で「
西
田
天
香
と
杉
本
哲
郎
」

展
が
開
か
れ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
画
家
杉
本
氏
と
天
香
師

と
の
合
同
展
を
共
通
の
故
郷

で
あ
る
長
浜
で
開
い
た
こ
と

に
意
味
が
あ
り
、
そ
こ
に
イ

ン
ド
の
ニ
キ
レ
ー
シ
ュ
・
ギ

リ
総
領
事
が
出
席
さ
れ
て
大

成
功
を
収
め
た
と
報
告
し

た
。

靖国神社
講
演
「
ト
イ
レ
か
ら
地
球
感
謝
」

今
年
２
月
に
は
、
シ
ビ
・

ジ
ョ
ー
ジ
イ
ン
ド
大
使
夫
妻

と
ギ
リ
総
領
事
が
一
燈
園
を

訪
れ
、
香
倉
院
に
展
示
さ
れ

て
い
る
、
ガ
ン
ジ
ー
か
ら
譲

り
受
け
た
手
回
し
の
木
製
糸

車
（
チ
ャ
ル
カ
）
を
見
て
感

慨
深
い
時
を
過
ご
し
た
こ
と

を
報
告
し
た
。
そ
し
て
、
杉

本
画
伯
の
孫
で
実
行
委
員
で

も
あ
る
杉
本
太
郎
氏
を
紹
介

し
た
。
杉
本
氏
は
、
昨
年
の

合
同
展
と
西
田
家
と
杉
本
家

の
３
代
に
渡
る
ご
縁
に
感
謝

し
、
近
い
将
来
、
同
様
の
展

示
会
を
京
都
で
も
実
施
し
た

い
と
の
構
想
を
発
表
し
た
。

開
会
式
の
後
、
ト
イ
レ
専

門
企
画
会
社
「
ア
ン
ト
イ
レ

プ
ラ
ン
ナ
ー
」
代
表
白
倉
正

子
氏
が
「
ト
イ
レ
か
ら
地
球

革
命
！
〜
地
球
感
謝
を
ト
イ

レ
か
ら
実
践
！
〜
」
と
題
し

て
講
演
。
白
倉
氏
は
ト
イ
レ

清
掃
に
関
す
る
起
業
を
考
え

て
い
た
時
に
一
燈
園
と
出
会

い
、
ト
イ
レ
清
掃
を
体
験
し

た
と
い
う
。

ト
イ
レ
の
研
究
を
進
め
た

白
倉
氏
は
奥
深
さ
を
見
い
だ

し
、
現
代
の
技
術
に
よ
る
ト

イ
レ
掃
除
の
研
究
か
ら
、
自

身
が
指
導
す
る
立
場
に
な

る
。
そ
し
て
、
千
葉
県
の
観

東
京
都
千
代
田
区
の
靖
国
神
社
（
山
口
建
史
宮
司
）
で
令
和
５
年
春
季
例
大
祭
が
４
月
21
日
の
清
祓
か
ら
始
ま
り
22

日
の
例
大
祭
ま
で
の
２
日
間
斎
行
さ
れ
た
。
多
く
の
参
拝
客
が
訪
れ
、
外
国
人
観
光
客
も
増
え
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
水

準
に
戻
っ
て
い
た
。

天
香
師
誕
生
祝
う
一
燈
園
春
の
集
い

参向する勅使筑波和俊掌典、随員＝4月22日、東京都千代田区の靖国神社

英
霊
に
感
謝
、春
季
例
大
祭

昭
和
の
日
に

天
地
子
の
地
元

で
市
主
催
の
合

唱
祭
が
あ
っ

た
。
毎
年
、
こ

の
日
に
決
め
て

い
る
の
は
、
音
楽
ホ
ー
ル

の
冷
暖
房
費
が
か
か
ら
な

い
か
ら
。
そ
れ
な
の
に
、

「
寒
い
か
ら
ク
ー
ラ
ー
を

と
め
て
」
と
訴
え
て
き
た

女
性
が
い
た
の
で
、「
コ
ー

ト
を
羽
織
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
応
え
た
▼
ス
テ
ー

ジ
の
設
営
が
終
わ
り
、
時

間
が
あ
っ
た
の
で
本
番
の

舞
台
で
練
習
す
る
こ
と

に
。
20
分
ほ
ど
の
練
習
の

終
わ
り
こ
ろ
、
突
然
、
後

列
の
男
性
が
倒
れ
か
か
っ

て
き
た
。
意
識
不
明
状
態

な
の
で
、
そ
の
ま
ま
寝
か

せ
、
手
で
頭
を
支
え
た
。

数
秒
後
、「
も
う
大
丈
夫
だ

か
ら
」
と
立
ち
上
が
ろ
う

と
す
る
の
を
、「
動
か
な
い

で
」
と
抑
え
、
救
急
車
を

手
配
。「
こ
ん
な
時
は
専
門

家
に
任
せ
た
方
が
い
い
」

と
、
経
験
か
ら
く
る
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
た
▼
天
地
子

も
二
度
体
験
し
た
救
急
車

に
付
き
添
い
で
乗
る
と
、

隊
員
に
同
じ
よ
う
な
質
問

を
受
け
る
。
慣
れ
た
も
の

で
、
状
況
を
詳
し
く
説
明

し
た
。
幸
い
、
不
整
脈
で

通
っ
て
い
る
か
か
り
つ
け

の
病
院
が
受
け
入
れ
て
く

れ
る
こ
と
に
な
り
、
搬
送

▼
翌
日
、
回
復
し
た
男
性

か
ら
電
話
が
あ
り
、「
妻
に

言
わ
れ
、
退
団
し
た
い
」

と
。
男
性
は
女
性
の
声
に

引
か
れ
が
ち
な
の
で
、
合

唱
の
先
生
に
「
男
性
は
女

性
に
引
か
れ
な
い
よ
う

に
」
と
よ
く
注
意
さ
れ
る

の
だ
が
、
男
た
ち
は
家
で

も
妻
に
引
か
れ
て
い
る
の

で
仕
方
な
い
の
か
▼
技
術

優
先
の
時
代
に
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
が
見
直
さ
れ
て
い

る
。
文
字
通
り
「
自
由
」

に
な
る
た
め
の
「
学
問
」

で
、
そ
こ
に
必
ず
音
楽
が

含
ま
れ
て
い
る
の
は
興
味

深
い
。
仏
教
や
キ
リ
ス
ト

教
な
ど
宗
教
の
基
本
に
も

音
楽
が
あ
る
。
音
楽
は
人

を
自
由
に
す
る
ツ
ー
ル
の

一
つ
な
の
だ
ろ
う
。
合
唱

に
励
み
、
い
つ
か
は
妻
か

ら
自
由
に
な
り
た
い
！

本
紙
定
期
購
読
の
お
申
し
込
み
は

■
ご
希
望
購
読
期
間
　
■
氏
名
　
■
郵
便
番
号
　
■
住
所
　

■
連
絡
先
電
話
番
号
　
■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
お
持
ち
の

場
合
）
を
明
記
の
上
、
宗
教
新
聞
社
宛
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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少林寺拳法を披露する燈影学園の高校生

戦艦「武蔵」艦長・猪口敏平海軍中将
愛用のシャープペンシル

講
演
す
る
白
倉
正
子
氏

挨拶する西田多戈止当番＝4月
15日、京都市山科区の一燈園


